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　昨年の今頃は関税、そして今年は春先から続くイラン軍
事紛争と、世界経済・わが国経済は米国トランプ政権の政
策とその影響への対応に追われています。このような情勢
でなければ、経済面でより大きな注目を集めたのは賃金に
関する春季労使交渉、春闘であったはずです。その春闘で
すが、連合による最新の集計では前年比 5.02％と、3年
連続の 5％超の上昇率となりました（図表 1）。原油価格
の高騰を起点とする原材料仕入価格の上昇によって企業収
益が下振れ、賃上げにもブレーキがかかるとの懸念は、ま
さしくその通りだと思いますが、これだけの幅の賃上げが
３年続くという事実には重みがあります。賃上げ自体は定
着したといってよいでしょう。
　一方、企業は賃上げの原資をどのように確保しているの
でしょうか。一つには販売価格の引上げがあり、仕入れコ
ストや人件費の上昇を受けた企業の価格設定姿勢は強気に
転じています。日銀短観（2026年 3月調査）における「企
業の物価見通し」をみますと、1年後の「物価全般の見通
し」が＋2.6％の上昇であるのに対し、「販売価格の見通し」
は＋3.1％の上昇となっています。両者の関係は、2021
年半ばより以前は逆、つまり自社の販売価格は物価全般
ほどには上げられないとの見方が一般的でしたが、コロナ
禍明けから現在にかけて、物価全般の上昇幅以上に販売価
格を引き上げていくとの想定が定着しています（図表 2）。
中小企業の中には、本年1月施行の中小受託取引適正化
法（取適法）の効力に期待する向きもあるでしょう。

　賃金は上がり続け、物価も上がり続けるということで、
こうしてみますと、わが国経済に関しては、「物価と賃金
の好循環」にあるいってよいのではないでしょうか。無
論、先行きも決して平坦な道ではなく、具体的には、①中
東情勢を巡る混乱が長期化し、原油価格が高止まりするこ
とで、交易条件の悪化などのマイナスの影響が想定以上に
大きくなるリスクや②サプライチェーンの大規模な混乱が
生じ、わが国企業の生産活動に大きな影響をもたらすリス
クが指摘されています（日本銀行「経済・物価情勢の展望」
＜2026年 4月＞）。
　ただ、生産年齢人口の減少と雇用市場の流動化加速を受
けた歴史的な人手不足のもとで、賃上げという基調自体が
崩れる可能性は非常に小さいと思われますし、また物価上
昇率については、下振れより上振れを心配する状況にあり
ます。したがって、先行きも経済活性化のメカニズムであ
る「物価と賃金の好循環」が途切れることはないとみられ
ます。県内中小企業では、これを「好循環」どころか「逆風」
であると受け止める向きもあると思いますが、マクロ的に
は、個々の企業による生産性向上の取組み等の積み重ねに
よって、これからも襲ってくる幾多の試練を乗り越え、よ
り盤石な好循環が定着するのではないか、そういった展開
を期待できる状況であると思います。

試される「物価と賃金の好循環」
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■  神亀酒造株式会社
　  代表取締役　小川原　貴夫
　  〒 349-0114　蓮田市馬込 3-74
　  URL:https://shinkame.co.jp
      （武蔵野銀行 蓮田支店取引先）
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　JR 蓮田駅から車で５分ほど、住宅街の先に大きな森があ

る。森に入ると巨木に囲まれた酒蔵と母屋が姿をあらわし、

懐かしい匂いと涼風に包まれる。昔の日本はこんな風だっ

た。それもそのはず、ここ「神亀酒造株式会社」は江戸時

代末期の嘉永元年（1848 年）創業。現当主の小川原貴夫社

長で八代を数える。

 　「酒は米、米麹、水だけで造る純米酒。熟成させ、燗酒

にすると世界一の醸造酒となる」。これが先代・小川原良

征さんの信念であり、それに感化されて東京・墨田区の地

酒店から当社入りした貴夫社長の揺るぎない意思でもある。

熟成が前提だから、新酒鑑評会の金賞だ、入賞だといった喧騒とは無縁の世

界に身を置いている。まるで“古武士”。今回紹介する「ひこ孫 純米酒」も、

丁寧な手仕事で酒米の王様・山田錦を秩父系荒川の伏流水で仕込み、３年間

の熟成を経たもの。「ぜひ食中酒として楽しんで欲しい。温めることで増す

豊かな旨みが、食事を引き立てる」。これがもう一つの信念だ。

　とはいえ、神亀酒造は決して我が道を行くだけの “古武士”ではない。体

験を通して燗酒の魅力を多くの人に知ってもらおうと、貴夫社長は 2025 年

1 月、セミナー形式の「かめ塾」を本格始動し、

各地で主催している。燗酒の楽しみ方の解説

の後、ブルーチーズ、鰻のかぶと焼きなどを

肴に、熟成した神亀酒造の酒を常温と燗で交

互に味わう体験の場を提供する。参加者は、

燗酒の口当たりや味わいの変化に

魅了され、味覚を通して納得する

という。盛り上がりが目に浮かぶ。

図表１. 春闘の状況（連合調べ） 図表２. 1 年後の物価全般と販売価格の見通し（平均）

（資料）連合。2026 年は第 6 回集計。 （資料）日本銀行「短観」
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